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国民年金法の改正 
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（昭和33年9月1日第3種郵便物認可） ①
 

将
来

に
備
え
て
 

国
民
年

金

に

加
入

を
 

昭
和
三
十
四
年
十

一
月
に
、
国
民
年
金
制
度
が
実
施
さ
れ
て

か
ら
、
こ
と
し
は
、
満
六
周
年
を
迎
え
ま
す
。
 

国
民
年
金
は
、
老
後
を
守
る
も
の
で
す
か
ら
、
ま
だ
加
入
し

て
い
な
い
方
は
、
こ
の
制
度
の
趣
旨
を
ご
理
解
し
て
、
将
来
に

備
え
ま
し
よ
う
。
 

総合文化祭 

△年金額が引き上げられました。 

老令、障害、母子、準lり子の隔祉年金の額が、それ

ぞれ乙400円（月 200円）りはあげられ、9 月分から

つぎのとおり支給されます。 

老令福祉年金 15. 600円 （月 1 .300円） 

障害福祉年金 24.000円 （月 2.000円） 

母子福祉年金 18.000円 （月 1.500円） 

準母子福祉年金 18.000円 （月 1.500円）  

ム精神薄弱者にも、障害福祉年金が支給されます。 

障害福祉年金が受けられるのは、つぎのような状態

にあるときです。 

一級障害 	精神能力の全般的発達に高変の遅滞が 

あり、適当な介護がなけれぱ、日常生活の用を弁ずる

ことが不能である程度のもの。 

精神薄弱に該当するような人で、専門の医師に見て

もらいないでいる人については、巡回診断を予定して

いますから、障害の程度、支給要件、その他、おわか

りにならない点は、保険課国民年金係に、お問いあわ

せください0 
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◇
届
け
出
と
掛
金
◇
 

国
民
年
金
は
、
本
人
か
ら
の

届
け
出
と
、
掛
金
を
納
め
る
こ

と
が
基
本
と
な
つ
て
い
ま
す
。
 

対
象
に
な
る
人
は
、
明
治
四

十
四
年
四
月
ニ
日
以
降
に
生
ま

れ
た
人
（
二
十
才
以
上
）
 
で
、
 

厚
生
年
金
、
船
員
保
険
、
共
済

組
合
な
ど
の
ほ
か
の
年
金
に
加

入
し
て
い
な
い
人
で
す
。
 

◇
掛
金
と
納
付
◇
 

毎
月
の
掛
金
は
、
市
役
所
保

険
課
国
民
唾
係
へ

納
め
る
こ

と
な
り
ま
す
が
、
地
域
ご
と
に

掛
金
を
納
め
る
納
入
組
合
が
で

き
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
 

国
民
年
金
で
は
、
み
な
さ
ん

の
か
け
た
掛
金
と
掛
金
の
二
分

の
ー
に
あ
た
る
、
国
の
補
助
を

積
み
た
て
、
将
来
の
支
払
に
対

し
て
、
準
備
し
て
い
ま
す
。
 

◇
余
裕
金
の
利
用
◇
 

積
み
立
て
ら
れ
た
お
金
は
、
 
 

老
令
年
金
が
、
本
格
的
に
支
給

さ
れ
る
ま
で
は
、
増
え
る
一
方

で
す
。
そ
の
た
め
、
余
裕
の
出

る
一
部
の
お
金
は
、
市
町
村
で

病
院
な
ど
の
施
設
を
作
る
た
め

の
資
金
と
し
て
、
貸
し
だ
さ
れ

て
い
ま
す
。
当
市
の
市
民
文
化

会
館
、
建
設
中
の
西
北
中
央
病

院
は
、
こ
の
資
金
を
利
用
し
て

い
ま
す
。
 

◇
失
業
保
険
を
う
け
で
◇

◇
い
る
人
も
国
民
年
金
◇

◇
の
加
入
を
 
◇
 

最
近
、
出
稼
き
に
行
く
若
い

人
が
多
く
な
り
、

一
年
の
う
ち

何
か
月
か
を
失
業
保
険
で
暮
し

て
い
る
人
が
多
く
み
ら
れ
ま
す

失
業
保
険
を
う
け
て
い
る
人
の

中
に
は
、
国
民
年
金
に
加
入
し

な
か
つ
た
り
、
掛
金
を
納
め
な

い
人
が
見
う
け
ら
れ
ま
す
。
 

し
か
し
、
功
け
る
う
ち
は
な

ん
と
か
な
り
ま
す
が
、
若
い
う

ち
に

こ
そ
老
後
の
た
め
に
、
 

国
民
年
金
に
加
入
し
、
将
来
に

備
え
て
お
き
ま
し
よ
う
。
 

五
所
川
原
中
央

ら
 
公
民
館
、
五
所

か
 
川
原
市
文
化
振

日
 
興
会
議
主
催
の
 

3
 
第
五
回
五
所
川

月
 
原
市
総
合
文
化
 

1
 
祭
は
、
十
一
月
 

三
日
か
ら
、
中
 

央
公
民
館
、
市
 

民
文
化
会
館
を
会
場
に
お
こ
な
 

わ
れ
ま
す
。
 

◇
第

一
会
場
 

（
中
央
公民
館
）
 

菊
花
展
、
盆
栽
展
…
三
日
ー
五
 

日
（
 
ホー
ル
）
 

俳
旬
会
…
七
日
（
和
室
）
 

登
山
ば
や
し
…
七
日
（
ホ
ー
ル
）
 

◇
第

一
一
会
場
 

（
市民
文
化
会
館
）
 

謡
曲
、
琴
、
 ピ
ア
ノ
 
（ク
ラ
ラ

会
）
、
 民
謡
、
ピ
ア
ノ
 
（若
草

会
）
、
 ビ
ア
ノ
（
森
田
）
、パ
レ
 

青
森
県
内
職
公
共
職
業
補
導

所
で
は
、
内
職
従
事
の
援
助
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
旧

市
内
の
一
部
を
対
象
に
、
世
帯

抽
出
の
方
法
で
、
内
職
に
関
す

る
世
論
調
査
を
お
こ
な
い
ま
す

こ
の
調
査
は
、
内
職
行
政
を

推
進
す
る
た
め
の
資
料
と
す
る
 
 

ー
（
福
井
Y
三
」
日
（
ホ
ー
ル
）
 

県
演
劇
祭
ハ
劇
団
グ
ミ
の
実
、
 

ば
つ
け
の
会
、
創
弦
座
V

…
十

日
夜
六
時
（
ホ
ー
ル
）
 

生
花
展
、
魚
拓
展
、
書
道
展
、
 

昆
虫
標
本
展
、
写
真
展
、
：
・
三

日
ー
五
日
 
（
集
会
室
）
 

お
茶
の
会
…
七
日
 （
別館
）
 

川
柳
会
…
十
四
日
（
別
館
）
 

従
軍
碑
建

立
に
 

ご

賛
同
を
ノ

・
 

私
達
は
、
世
界
の
平
和
と
、
 

戦
死
病
没
者
の
霊
を
な
ぐ
さ
め

る
た
め
に
、
従
軍
の
碑
を
建
立

し
た
い
と
念
願
し
て
お
り
ま
す

近
く
、
趣
意
書
を
お
く
ば
り

い
た
し
ま
す
か
ら
、
広
く
み
な

さ
ん
の
ご
賛
同
を
、
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
 

（
日
本郷
友
会
五
所
川
原
分
会
）
 

も
の
で
他
に
利
用
す
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
ご
趣
旨

を
ご
理
解
の
上
、
ご
協
力
し
て

く
だ
さ
い
コ
 

抽
出
世
帯
に
は
、
十
一
月
上

旬
に
調
査
員
が
お
伺
い
し
て
、
 

き
き
と
り
調
査
を
お
こ
な
い
ま

す
か
ら
、
ご
協
力
願
い
ま
す
。
 

内
職

に
関
す
る
世
論
調
査

に
 

ご
 
協
力

く
だ

さ
 
い
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昭和40年10月 1 日から12月31日まで 

◇募集期間 

自 衛 官 募 集 

◇応募資格 	 、 

採用予定月の 1 日現在で、18才以上25才 

未満の中学校卒業程度の学力を有する者 

◇試験科 目 

中学校卒業程度の筆記試験『国語（作文 

を含む）数学．社会』身体検査．口述試験 

くわしくは、五所川原市役所市民課へお間

い合せください。 

み
な
さ
ん
の

郵
便
貯
金
が
、
 

み
な
さ
ん
の
身

近
な
と
こ
ろ
で

重
要
な
役
割
を

果
し
て
い
る
こ

と
は
ご
存
じ
で

す
か
。
 

郵
便
局
で
お

預
か
り
し
た
み

た
さ
ん
の
貯
金

は
、
大
蔵
省
資

金
連
用
部
を
通

じ
て
、
私
た
ち

の
市
や
町
に
貸

し
出
さ
れ
、
学
 

校
、
通
路
、
住
宅
、
病
院
の
建
 

築
な
ど
の
事
業
に
、
つ
か
わ
れ

て
お
り
ま
す
。
 

こ
の
こ
と
を
み
な
さ
ん
に
ご

理
解
い
た
だ
く
た
め
、
郵
便
局

で
は
、
た
だ
い
ま
『
住
み
よ
い

郷
土
を
つ
く
る
郵
便
貯
金
奨
励

運
動
』
を
展
開
し
て
お
り
ま
す

産
米
代
金
を
は
じ
め
、
あ
な
た

の
大
切
な
お
金
は
、
ひ
と
ま
ず
 

終
戦
二
十
周
年
に
な
り
、
国

が
遺
族
に
対
し
、
あ
ら
た
め
て

弔
慰
の
意
を
表
し
て
、
特
別
弔

慰
金
を
支
給
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
 

こ
の
該
当
者
は
、
公
務
に
よ

り
昭
和
十
六
年
十
二
月
八
日
以

降
、
死
亡
し
た
戦
傷
病
者
、
戦

没
者
、
遺
族
援
護
法
に
規
定
す

る
軍
人
、
軍
属
お
よ
び
準
軍
属
 
 

郵
便
局
に
お
預
け
し
、
郵
便
貯

金
の
増
強
に
、
ご
協
力
ね
が
い

ま
す
。
 

き
れ
い
な
愛
の
献
血
を
 

（愛
の
献
血
理
動
）
 

の
家
族
で
、
援
護
法
に
よ
る
弔

慰
金
の
受
給
権
を
取
得
し
た
者

に
対
し
、
同

一
戦
没
者
に
つ
き

公
務
扶
助
料
、
遺
族
年
金
、
そ

の
他
、
こ
れ
ら
に
相
当
す
る
給

付
の
受
給
権
を
有
す
る
者
が
い

な
い
場
合
で
す
。
 

く
わ
し
く
は
、
市
役
所
市
民

課
に
お
間
い
合
せ
く
だ
さ
い
。
 

火
災

の
時
の
心
得
 

・

ハ
早
期
通
報
し
ま
L
よ
う
 

丁
 
二
りの
生
命
や
財
産
を
、
 

火
買
か
ら
勺
り
、
火
災
に
ま
る

被
害
の
軽
減
を
図
る
た
め
に
、
 

火
災
予
防
と
あ
い
ま
つ
て
、
火

災
を
生
じ
た
と
き
、
ま
た
は
、
 

発
見
し
た
と
き
は
、
最
も
迅
速

な
方
法
で
、
消
防
署
へ
通
報
し

ま
し
よ
う
。
 

通
報
は
あ
わ
て
ず
に
出
火
場

所
と
名
称
、
附
近
の
目
標
物
な

ど
を
伝
い
ま
し
よ
う
。
 

火
事
だ
ガ
（
火
災
通
報
専
用

電
話
）
1
1
9

番
ヘ
ノ

・
 

△
初
期
消
火
に
努
め
ま
し
よ
う

早
期
通
報
に
つ
い
で
、
大
事

に
至
ら
な
い
よ
う
防
ぐ
こ
と
が

大
切
で
す
。
消
火
器
、
防
火
用

水
な
ど
消
火
器
具
を
備
え
ま
し

よ
う
。
用
意
さ
れ
て
い
る
場
合

で
も
、
急
場
の
と
き
、
完
全
に

使
用
で
き
る
状
態
に
あ
る
か
、
 

附
属
品
が
破
損
し
た
り
、
腐
し

よ
く
し
て
い
な
い
か
、
消
火
剤

の
変
質
な
ど
が
な
い
か
を
調
べ

て
お
き
ま
し
よ
う
。
 

△
避
難
場
所
と
方
法
を
考
え
て

お
き
ま
L
よ
う
 

ふ
だ
ん
か
ら
避
難
す
る
と
き

の
方
法
と
場
所
を
考
え
て
お
き

ま
し
ょ
う
。
老
人
、
子
供
、
病

人
等
は
、
避
難
の
し
易
い
と
こ

ろ
に
就
寝
さ
せ
ま
し
ま
う
。
 

階
段
や
、
廊
下
は
、
火
災
に

な
る
と
、
煙
突
の
よ
う
に
煙
り

の
通
り
道
に
早
変
り
し
ま
す
か

ら
非
常
脱
出
ロ
な
ど
も
考
え
て

お
き
ま
し
よ
う
。
 

△
消
火
作
業
に
協
力
し
よ
う
 

火
災
現
場
で
消
火
作
業
の
最

も
障
害
と
な
る
も
の
は
、
人
の

混
乱
、
野
次
馬
、
通
路
へ
の
荷

物
の
搬
出
な
ど
で
す
。
 

私
た
ち
は
、
対
岸
の
火
事
見

物
な
ど
と
他
人
の
災
難
を
傍
観

視
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
消
火

や
整
理
の
作
業
が
円
滑
に
行
わ

れ
、
少
し
で
も
被
害
が
小
さ
く

て
済
む
よ
う
、
お
互
い
に
協
力

し
、
注
意
し
ま
し
よ
う
。
 

△
火
災
は
、
日
常
生
活
に
お
け

る
わ
ず
か
の
注
意
と
、
心
構

え
で
防
げ
る
も
の
と
云
わ
れ

て
お
り
ま
す
。
寒
さ
に
向
う

お
り
、
市
民
の
み
な
さ
ん
、
 

火
の
元
に
は
十
分
気
を
つ
け

ま
し
よ
う
。
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防
災
上
の

心

得
 
（
そ
の
3
)
 

戦

没
者
の
 

遺
族
 
に
 

特

別
弔

慰
金

を
支
給
 

お
 
年
 

玉
 

つ
 
き
 

年
賀
は
 
が
 

き
 
の
 
発
売
 

来
年
の
新
年
用
お
年
玉
つ
き

年
賀
は
が
き
は
、
十

一
月
十
日

か
ら
、
発
売
さ
れ
ま
す
。
 

執
務
時

間
の
変
更
 

廿
市

役
所

】
 

十
一
月
一
日
か
ら
、
市
役
所

の
執
務
時
間
が
か
わ
り
ま
す
。
 

◇
平
日

…
午
前
八
時
三
十
分
ー
 

午
後
四
時
 

◇
土
曜
…
午
前
八
時
三
十
分
ー
 

午
後
十
二
時
十
五
分
 
 

◇
発
売
枚

数
 

寄
附
金
つ
き
五
円
は
が
き
 

六
億
五
千
万
枚
 

寄
附
金
な
し
四
円
は
が
き
 

五
 
億
 
枚
 

◇
意
匠
お
よ
び
刷
色
 

寄
附
金
つ
き
】
鏡
も
ち
、
黄
 

味
赤
 

寄
附
金
な
し
【
高
砂
、
濃
い
 

赤
 

〇
…
年
賀
は
が
き
の
あ
て
名
は

正
し
く
、
わ
か
り
ゃ
す
く
か
 

き
ま
し
よ
う
。
 

…
0
 

昭和 40年 10 月 25 日 
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